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A
. 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
績

及
び
実

施
プ
ロ
セ
ス
の

検
証

大
項
目

小
項
目

1-
1-

1 
指
標
１
：
「
小
規
模
農
家
の
農
業
生
産
物
の
質
と

量
が
向
上
す
る
。
」
は
満
た
さ
れ
る
か
。

対
象
地
域
農
家
の
農
作
物
の
生
産
量
予
測
、
質
の
向
上

1-
1-

2 
指
標
２
「
小
規
模
農
家
の
収
入
が
増
加
す
る
。
」

は
満
た
さ
れ
る
か
。

対
象
地
域
の
農
家
の
収
入
の
向
上
予
測

1-
2-

1
指

標
１
：
「
研

究
員

と
普

及
関

係
者

の
双

方
に

よ
っ
て
、
デ
モ
フ
ァ
ー
ム
が

運
営

さ
れ

る
。
」
は

満
た
さ
れ

る
か
。

研
究
員
と
普
及
員
の
協
働
に
よ
る
展
示
試
験
圃
場
の
運
営

管
理
状
況

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
研
究
員
、
専
門
技
術
員
、
普
及
員
、
農
家
の
間
で
、
相
互
の
関
係
性
を
強
め
、
共
通
し
た
目
的

の
た
め
に
活
動

す
る
参
加

型
研

究
・
普
及

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
た
。
そ
し
て
、
ヨ
ル
ダ
ン
渓
谷
の
ア
イ
ン
・
エ
ル

ベ
イ
ダ
、
ア
ン
・
ナ
サ
リ
ア
、
ジ
フ
ト
リ
ッ
ク
、
オ
ウ
ジ
ャ
、
ジ
ェ
リ
コ
の

5地
区

に
、
参
加

型
研

究
・
普

及
活

動
の

拠
点

と
な
る
展

示
試

験
圃

場
（
D

A
R

F
）
が

設
置
さ
れ
た
。

5つ
の

展
示

試
験

圃
場

で
は

、
研

究
員

、
専

門
技

術
員

、
普

及
員

、
農

家
に
よ
っ
て
組

織
さ
れ
た
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に
よ
り
、

20
08

/2
00

9年
作

期
の

詳
細

活
動

計
画

に
の

っ
と
っ
て
、
同

圃
場

の
運

営
が

行
わ

れ
た
。
ま
た
、
同
年

の
活
動
を
評
価
し
た
う
え
で
、
翌

20
09

/2
01

0年
作
期
の
詳
細
活
動
計
画
が
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ
、
実
施
さ
れ
て
い
る
。

1-
2-

2 
指
標
２
「
多
岐
に
わ
た
る
研
究
、
研
究
者
と
普
及

員
の
協
調
に
よ
っ
て
普
及
活
動
の
種
類
と
数
が
増
加
す

る
。
」
は
満
た
さ
れ
る
か
。

応
用
研
究
の
結
果
と
し
て
導
入
さ
れ
た
有
望
作
物
・
品
種
の

数
と
質

研
究

員
と
普

及
員

の
連

携
に
よ
っ
て
、
フ
ィ
ー
ル

ド
・
デ
イ
、
研

修
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
普
及

活
動

が
実

施
さ
れ
た
。
ま
た
、
営
農

技
術

情
報
を
記
載
し
た
農
家
向
け
の
農
業
技
術
冊
子
が
作
成
さ
れ
、
フ
ィ
ー
ル
ド
・
デ
イ
で
配
布
さ
れ
た
。

1-
3 

 成
果
の
達
成
度

1-
3-

1　
成
果
１
：
 現

地
の
風
土
に
適
し
た
技
術
を
考
慮

し
た
形
で
、
循
環
型
農
業
及
び
節
水
農
業
、
土
壌
保
全

の
研
究
が
実
践
さ
れ
る
。

成
果

1の
指
標
「
1-

1：
農
業
庁
及
び
農
業
研
究
所

（
N

A
R

C
）
が
実
施
す
る
研
究
課
題
の
数
が
増
加
す
る
。
」

「
1-

2：
農
業
庁
及
び

N
A

R
C
が
作
成
す
る
研
究
報
告
書
の

数
が
増
加
す
る
。
」
「
1-

3：
農
業
庁
及
び

N
A

R
C
が
実
施
し

た
研
究
活
動
を
基
に
し
た
普
及
活
動
に
利
用
で
き
る
技
術

の
数
と
質
が
向
上
す
る
。
」
は
満
た
さ
れ
て
い
る
か
。

1-
1:

20
08

年
6月

に
開

催
さ
れ

た
「
展

示
試

験
圃

場
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
は
、
ジ
ェ
リ
コ
渓
谷

に
お
け
る
循
環
型
農

業
、
節
水

農
業

及
び

土
壌
保
全
に
係
る
技
術
的
な
課
題
が
検
討
さ
れ
、

10
の
応
用
研
究
テ
ー
マ
が
選
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、

1)
農
薬

使
用

量
の

削
減
、

2)
ス
イ
カ
栽

培
に
お
け

る
土
壌
消
毒
、

3)
野
菜
栽
培
に
お
け
る
適
性
灌
漑
、
肥
培
監
理
、

4)
土

壌
消

毒
に
お
け
る
臭

化
メ
チ
ル

の
代

替
法

、
5)
物

理
的
防

虫
法

、
6)
キ
ュ
ウ
リ
栽
培

の
比

較
検

討
、

7)
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
栽

培
の

除
草

、
8)
小

型
反

芻
家

畜
の
飼

料
製

造
、

9)
ヒ
ツ
ジ
飼
育

に
お
け
る
ホ
ル

モ
ン
投
与

、
10

）
サ

イ
レ
ー
ジ
製
造

法
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
を
各
展
示
試
験
圃
場
で
取
り
組
む
た
め
、

20
08

/2
00

9年
作
期
の
詳
細
活
動

計
画

が
作

成
さ
れ
た
。

N
A

R
C
の

研
究
者

は
、
展
示

試
験
圃
場
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
・
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
活
動
を
通
じ
て
、
上
述
の
テ
ー
マ
の
実
証
研
究
を
行
っ
た
。

1-
2:

展
示

試
験

圃
場

の
活

動
を
通
じ
て
行

わ
れ

た
実

証
研

究
の

結
果

は
、
同
圃

場
の

20
08

/2
00

9年
作

期
活
動

報
告

書
と
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
同

報
告

書
で
は
、
上
述

の
10

テ
ー
マ
の

実
証

研
究

結
果
が

扱
わ

れ
、

終
報
告

書
が

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了

ま
で
に
完

成
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

1-
3:

各
展
示

試
験

圃
場

の
20

08
/2

00
9年

作
期
の

活
動
結
果
を
基
に
、

20
09

/2
01

0年
作
期
の
詳
細
活
動
計
画
が
作
成
さ
れ
た
。

20
09

/2
01

0年
作
期
の
詳
細
計
画
で
は
、
上
述

の
10

の
テ
ー
マ
を
継

承
す

る
と
と
も
に
新

た
に

4つ
の

テ
ー
マ
が

追
加

さ
れ

た
。

N
A

R
C
の

研
究

者
は

、
展

示
試

験
圃

場
の

活
動

を
通

じ
て
、
有

効
性

の
高

い
実

証
研

究
を
行
う
た
め

の
能
力
向
上
が
で
き
た
と
い
え
る
。

1-
3-

2 
成
果

2：
専
門
技
術
員
及
び
普
及
員
に
よ
る
普
及

活
動
が
活
発
に
な
る
。

成
果

2の
指
標
「
2-

1：
普
及
活
動
の
頻
度
が
増
加
す
る
。
」

「
2-

2：
研
究
成
果
を
普
及
し
得
る
普
及
員
の
数
が
増
加
す

る
。
」
は
満
た
さ
れ
て
い
る
か
。

2-
1:

普
及
員
に
よ
る
普
及
サ
ー
ビ
ス
は
、
主
に
展
示
試
験
圃
場
で
デ
モ
農

家
及

び
キ
ー
農
家
へ

の
技

術
指

導
、
情
報

提
供

と
し
て
実

施
さ
れ
た
。
そ
の
ほ

か
に
、
周

辺
農

家
に
対

し
て
は

、
車

両
を
用

い
た
モ
バ

イ
ル

普
及

、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
フ
ィ
ー
ル

ド
・
デ
イ
に
よ
る
普

及
サ

ー
ビ
ス
が

実
施

さ
れ

た
。
特

に
、

フ
ィ
ー
ル
ド
・
デ
イ
で
は
、
現
在

ま
で
に
、
計

47
回

開
催
さ
れ
、
参
加

者
総

数
は

86
7名

と
な
っ
た
。

2-
2:

普
及

員
は

、
展

示
試

験
圃

場
の

応
用

研
究

の
成

果
を
、
普
及
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
対
象
農
家
へ
の
技
術
指
導
と
し
て
行
っ
て
き
た
が

、
そ
の
経

験
を
生
か

し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対

象
地

域
外

の
普

及
員

に
対

す
る
技
術
指
導
も
行
っ
た
。

20
09

年
12

月
に
実
施

さ
れ

た
「
小
型

反
芻

家
畜

の
飼

料
製

造
技

術
」
セ
ミ
ナ
ー
で
は

、
ジ
ェ
リ
コ
支

局
の

畜
産

担
当

及
び
農
村

開
発
担
当
の
普
及
員
が
、
西
岸
の
他
地
区
か
ら
参
加
し
た

36
名
の
普
及
員
に
対
し
て
、
オ
ウ
ジ
ャ
の
展
示
試
験
圃
場
の
実
証
に
基
づ
い
て
、
自

家
製

造
の

飼
料
と
改
良
ヒ
ツ
ジ
の
優
位
性
に
つ
い
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

1-
3-

3 
成
果

3：
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
サ
イ
ト
の
小
規
模
農
家
に

よ
っ
て
循
環
型
農
業
及
び
節
水
農
業
、
土
壌
保
全
に
係

る
改
善
技
術
の
導
入
が
始
ま
る
。

成
果

3の
指
標
「
3-

1：
小
規
模
農
家
の
能
力
の
評
価
が
向

上
す
る
。
」
「
3-

2：
小
規
模
農
家
が
適
用
し
た
技
術
の
数
が

増
加
す
る
。
そ
の
適
用
状
況
が
適
切
で
あ
る
。
」
「
3-

3：
当

該
技
術
を
導
入
し
た
農
家
の
割
合
が
増
加
す
る
。
」
は
満
た

さ
れ
て
い
る
か
。

3-
1:

各
展

示
試

験
圃

場
の

デ
モ
農

家
及

び
キ
ー
農

家
で
は

、
以

下
の

よ
う
な
各

種
の

有
望

作
物

・
品

種
の

導
入

が
図

ら
れ

た
。
こ
れ

ら
は

、
1)

ス
ク
ワ
ッ

シ
ュ
（
耐
病
性
が
高
く
、
形

状
と
色
の

良
い
有
望

品
種

の
特

定
）
、

2)
ク
ラ
ス
タ
ー
ト
マ
ト
（
温

室
栽

培
で
適
切

な
整

枝
に
よ
る
収
量

の
高

い
品

種
の

特
定

）
、

3)
野
菜
の
温
室
栽
培
（
ビ
ニ
ー
ル
及
び
ネ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
で
行
う
害
虫
害
の
少
な
い
栽
培
法
）
、

4)
改
良
さ
れ
た
ア
ワ
シ
羊
（
高

温
乾

燥
地

域
で
あ
る
ヨ
ル

ダ
ン

渓
谷
で
も
飼
育
可
能
で
あ
り
、
効
率
性
の

高
い
ミ
ル

ク
生

産
の

実
現

）
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
有

望
作

物
・
品
種

の
導

入
と
実
践

に
お
い
て
、
デ
モ
農

家
及

び
キ
ー
農
家
の
営
農
技
術
は
、
確

実
に
改
善
さ
れ

て
い
る
。

3-
2:

現
在
ま
で
、
各
展

示
試

験
圃

場
の

デ
モ
農
家

及
び
キ
ー
農
家

で
は

、
平

均
し
て

7種
類

以
上
の
有
望
作
物
・
品
種
が
導
入
さ
れ
た
。
各
展
示

試
験

圃
場

で
は

、
ジ
ェ
リ
コ
で
は

9種
類

、
ア
イ
ン
・
エ
ル
ベ
イ
ダ
で
は

10
種

類
、
ジ
フ
ト
リ
ッ
ク
で
は

9
種

類
、
ア
ン
・
ナ
サ
リ
ア
で
は

7種
類
、
オ
ウ
ジ
ャ
で
は

10
種
類
と
な
っ
て
い
る
。

3-
3:

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
展
示

試
験

圃
場

の
周

辺
農

家
に
対
し
て
、
普
及

員
に

よ
る
普
及
活
動
や
フ
ィ
ー
ル
ド
・
デ
イ
の
開
催
等
を
通
じ
て
、
営
農
技
術
や
有
望

作
物

の
波

及
を
意
図

し
て
い
た
。
本

終
了

時
評

価
調

査
の

普
及

員
に
対
す

る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結

果
よ
り
、
周

辺
農

家
へ

の
こ
れ

ら
の

技
術

や
作

物
等

の
お
お
よ
そ
の

波
及

事
例

は
、
ジ
ェ
リ
コ
で
は

15
件

以
上

、
ア
イ
ン
・
エ
ル
ベ
イ
ダ

で
は

30
件
以
上
、
ジ
フ
ト
リ
ッ
ク
で
は

20
件
以
上
、
ア
ン
・
ナ
サ
リ
ア
で
は

15
件
以
上
、
オ
ウ
ジ
ャ
で
は

10
件
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

評
価

グ
リ
ッ
ド
結

果
（
和

訳
）

1-
2 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成
度

研
究
活
動

と
普

及
活

動
が

連
携

す
る
こ
と

に
よ
り
効

果
的

な
農

業
普

及
の

た
め

の
体
制
基
盤
が
整
う
。

評
価
結
果

評
価
設
問

評
価
項
目

１
. プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
績

 1
-1

 上
位
目
標
の
達
成
予
測

「
平

和
と
繁

栄
の

回
廊

」
構

想
が

実
現

す
る
た
め

に
裨

益
対

象
者

で
あ
る
小

規
模

農
家
の
農
業
生
産
性
が
向
上
す
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活

動
の

な
か

で
実

施
さ
れ
た
普
及

員
に
よ
る
普
及

活
動

や
フ
ィ
ー
ル
ド
・
デ
イ
等

の
開

催
は

、
展

示
試

験
圃

場
の

周
辺

農
家

に
対

す
る
営
農

技
術
や
有
望
作
物
の
波
及
が
意
図
さ
れ
て
お
り
、
同
フ
ィ
ー
ル
ド
・
デ
イ
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
総

計
80

0名
以

上
の

近
隣

農
家

か
ら
の
参

加
者

が
あ
っ
た
。
普

及
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果

よ
り
、
周

辺
農

家
へ

の
こ
れ
ら
の
技

術
や

作
物

等
の

波
及

事
例

は
、
ジ
ェ
リ
コ
で
は

15
件

以
上

、
ア
イ
ン
・
エ
ル
ベ
イ
ダ
で
は

30
件
以
上
、
ジ
フ
ト
リ
ッ
ク
で
は

20
件
以
上
、
ア
ン
・
ナ
サ
リ
ア
で
は

15
件

以
上
、
オ
ウ
ジ
ャ
で
は

10
件

以
上

と
な
っ
て
い
る

。
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

、
収

穫
物

の
安

全
性

の
確

保
、
農

民
の

健
康

を
念

頭
に
置

い
て
、

G
lo

ba
lG

oo
d

A
gr

ic
ul

tu
ra

lP
ra

ct
ic

e
(G

-G
A

P
)に

準
拠

し
た
作
物

の
生

産
を
行
う
と
同

時
に
、
農

家
へ

の
営

農
記

録
の

導
入

も
進

め
ら
れ

て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
ヨ
ル
ダ
ン
渓

谷
の

農
作

物
の

質
の

向
上

基
準

に
対

す
る
貢
献

は
、
「
平

和
回

廊
」

構
想
の
実
現
に
向
け
た
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

必
要
入
手
情
報
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1-
4 

 投
入
実
績

1-
4-

1 
日
本
側
投
入

①
日
本
側
専
門
家
の
投
入

こ
れ
ま
で
、

9分
野
、
計

12
名
の

JI
C

A
専
門
家
が
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
終
了
時
評
価
調
査
実
施
時
点

で
の

派
遣

実
績

は
、
計

10
8.

4
M

M
（
人

/月
）
と
な
っ
て

い
る
。

②
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
活
用

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
現
地
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
副
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
秘
書
（
2名

）
、
通
訳
（
3名

）
、
運
転
手
（
2名

）
が
雇
用
さ
れ
て
い
る
。

③
現
地
業
務
費
の
支
出

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
対
す
る
現

地
業

務
費

は
、
研
修

実
施

経
費

、
展

示
試

験
圃

場
実

施
経

費
、
配
布

資
料

印
刷

費
、
ラ
ジ
オ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
マ
ー
ケ
ッ
ト

情
報

提
供

）
経

費
、
現

地
ス
タ
ッ
フ
の

雇
用

経
費

等
に
支

出
さ
れ

た
。

20
07

年
度

か
ら

20
08

年
度

ま
で
の

支
出
実

績
額

は
、

2,
08

1万
円

で
あ
る
。
ま
た
、

20
09

年
度
予
算
は
、

1,
40

8万
7,

00
0円

と
な
っ
て
お
り
、
現
地
業
務
費
の
合
計
額
見
込
み
は
、

3,
48

9万
7,

00
0円

で
あ
る
。

④
 供

与
機
材

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動

で
使

用
す
る
た
め
に
供
与

さ
れ

た
機

材
は

、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

務
所

用
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
及

び
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
プ
リ
ン
タ
ー
及

び
コ
ピ
ー

機
等
の
事
務
機

器
や

、
セ
ミ
ナ
ー
及

び
普

及
活

動
用

に
使

用
す
る
カ
メ
ラ
等
の

記
録

用
機

器
、
展
示

試
験

圃
場

や
対

象
農

家
巡

回
用

の
車

両
、
ま
た
、
展

示
試
験
圃
場
で
導
入
し
た
節
水
灌
漑
用
の
テ
ン
シ
オ
メ
ー
タ
ー
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
用
資
機
材
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
機
材

供
与

の
支

出
総

額
は

、
終

了
時

評
価
調
査
実
施
時
点
で
、

3,
08

8万
1,

00
0円

と
な
っ
て
い
る
。

⑤
本
邦
研
修
の
実
施

こ
れ

ま
で
本

邦
研

修
は

実
施

さ
れ

て
い
な
い
が

、
20

10
年

2
月

に
実

施
予

定
の

「
パ

レ
ス
チ
ナ
・
カ
ウ
ン
タ
ー
パ

ー
ト
研

修
・
農

業
普

及
・
応

用
研

究
強

化
コ
ー
ス
」
に
、

3名
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
（
農
業
庁
本
庁
よ
り

2名
、

N
A

R
C
よ
り

1名
）
が

参
加

す
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
第
三

国
研

修
は

、
隣

国
の

ヨ
ル
ダ
ン
・
ア
ン
マ
ン
市
で

4回
実
施
さ
れ
、
計

39
名
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
が
参
加
し
た
。

1-
4-

2 
パ
レ
ス
チ
ナ
側
投
入

①
 カ

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
配
置

現
在
ま
で
に
、
農

業
庁

内
で

36
名

が
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
し
て
任
命

さ
れ

て
い
る
。
そ
の

内
訳

は
、
農
業

庁
本

庁
よ
り

19
名

、
N

A
R

C
よ
り

7名
、
ま
た
、
県

支
部
よ
り

10
名
と
な
っ
て
い
る
。

②
 カ

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
予
算
の
支
出

農
業

庁
は

、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係

る
ロ
ー
カ
ル

コ
ス
ト
負

担
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活

動
に
加
わ

っ
た
カ
ウ
ン
タ
ー
パ

ー
ト
の
給

与
及

び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

務
所

の
設
置
費
用
を
支
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
総
額
は
、

29
万

9,
33

8米
ド
ル
で
あ
る
。

③
施
設
等
の
提
供

農
業
庁
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

務
所

設
置

の
た
め
に
、
ジ
ェ
リ
コ
市

の
ア
ラ
ブ
協
会

の
所

有
す
る
建

物
と
施
設

の
一

区
画
を
提

供
し
た
。
ま
た
、
同

施
設

内
の

研
修
室
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
側
の
要
請
に
よ
っ
て
使
用
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

2-
1 
実
施
プ
ロ
セ
ス
の
適
正
度

2-
1-

1 
計
画
に
の
っ
と
っ
た
活
動
の
実
施

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
時
か
ら
実
施
に
お
け
る
ポ
イ
ン
ト
及
び

考
慮
事
項

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
は
、
活
動
実
施
計
画
（
P

O
）
に
沿
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
ジ
ェ
リ
コ
以
外
の
展
示
試
験
圃
場
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
供
与

機
材

の
到
着
の
遅
れ
か
ら
、
遅
れ
て
開
始
さ
れ
た
。

2-
1-

2 
活
動
に
お
け
る
日
本
側
専
門
家
の
活
動
や
技
術

移
転
の
適
切
度

パ
レ
ス
チ
ナ
側
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
、
関
係
者
の
能
力
改
善

状
況

日
本
側
専
門
家
か
ら
、
パ
レ
ス
チ
ナ
側

カ
ウ
ン
タ
ー
パ

ー
ト
へ
の

技
術

移
転

は
、
展
示

試
験

圃
場

の
運

営
と
そ
の

活
動

を
通

じ
て
主
に
行
わ

れ
た
。
こ
の
な

か
で
の
技
術
移
転
は
適
切
で
あ
っ
た
。
他
方
、
ジ
ェ
リ
コ
に
所
在
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務

所
と
、
カ
バ
テ
ィ
ア
の

N
A

R
C
本

部
、
ラ
マ
ラ
の
農

業
庁

本
部

の
間

の
物
理
的
な
距
離
が
障
害
と
な
り
、
特
に
各
組
織
の
ト
ッ
プ
・
レ
ベ
ル
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
理

解
に
つ
い
て
十

分
で
は
な
い
面

も
あ
っ
た
。

2-
1-

3 
実
施
機
関
や
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
関
与
度
合
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
お
け
る
実
施
機
関
や
カ
ウ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
の
参
加
度
合
い
、
貢
献
度

パ
レ
ス
チ
ナ
側
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
は
、
展
示
試
験
圃
場

で
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
形

成
し
、
そ
の
活

動
に
積
極

的
に
か
か

わ
っ
た
。
研
究

員
と
専
門

技
術

員
に

よ
る
技
術
委
員
会
が
、
営
農
の
技
術
の
課
題
に
応
じ
て
開
催
さ
れ
た
。
日
本
側
専
門
家
は
、
こ
れ
ら
の
委
員
会
や
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に
関

与
し
、
パ

レ
ス
チ
ナ

側
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
活
動
を
支
え
た
。

2‐
2　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

2-
2-

1 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
の
有
無
と
そ
の
機
能

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
計
画
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構

築
状
況
と
機
能

合
同

調
整

委
員

会
（
JC

C
）
が

、
年

2回
開

催
さ
れ

、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体

の
運

営
管

理
を
行
っ
た
。
ま
た
、
各

展
示

試
験

圃
場

の
活

動
で
は
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
が
組
織
さ
れ
、
日
常
的
な
運
営
管
理
の
責
任
を
担
っ
た
。
さ
ら
に
、
研
究
員
と
専
門
技
術
員
に
よ
る
技
術

委
員

会
が
、
営

農
の

技
術

の
課

題
に
応
じ
て
開

催
さ
れ
た
。
日
本
側
専
門
家
は
、
こ
れ
ら
の
委
員
会
や
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
に
関
与
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
側
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
活
動
を
支
え
た
。

2-
2-

2 
活
動
に
お
け
る
日
本
側
専
門
家
及
び
関
係
者
と

パ
レ
ス
チ
ナ
側
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
の
関
係
性

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
お
け
る
日
本
側
専
門
家
と
パ
レ
ス
チ

ナ
側
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
状
況

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活

動
を
通

じ
て
、
日

本
側

専
門

家
と
パ

レ
ス
チ
ナ
側
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
の
関

係
性

は
良

好
で
あ
っ
た
。
他
方

、
ジ
ェ
リ
コ
に
所
在

す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
務
所
と
、
カ
バ
テ
ィ
ア
の

N
A

R
C
本

部
、
ラ
マ
ラ
の

農
業

庁
本

部
の

間
の

物
理

的
な
距
離

が
障

害
と
な
り
、
特

に
各

組
織

の
ト
ッ
プ
・
レ
ベ
ル

の
カ

ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
理
解
に
つ
い
て
十
分
で
は
な
い
面
も
あ
っ
た
。

2-
2-

3 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
管
理
に
お
け
る
意
思
決
定
状
況

合
同
調
整
員
会
等
の
開
催
状
況

合
同

調
整

委
員

会
（
JC

C
）
が

、
年

2回
開

催
さ
れ

、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体

の
運

営
管

理
を
行
っ
た
。
ま
た
、
各

展
示

試
験

圃
場

の
活

動
で
は
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
が
組
織
さ
れ
、
日
常
的
な
運
営
管
理
の
責
任
を
担
っ
た
。

2-
2-

4 
他
組
織
、
機
関
と
の
協
力
関
係

他
組
織
、
援
助
機
関
等
と
の
活
動
で
の
協
力
状
況

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

、
農

業
分

野
で
事

業
を
実

施
す
る
S
pa
ni
sh

C
o
o
pe
ra
ti
o
n
、
国

連
食

糧
計

画
（
F
A
O
）
等
と
の
間

で
、
ド
ナ
ー
会

合
や

、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
務

所
の
訪
問
を
通
じ
て
、
積
極
的
な
情
報
の
交
換
と
共
有
を
図
っ
て
い
る
。

2-
3 
そ
の
他

2-
3-

1 
そ
の
他
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
お
け
る
阻
害

要
因
、
対
象
地
の
特
殊
性
等

外
部
要
因
、
及
び
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
時
に
予
期
し
て
い
な

い
状
況
の
発
生
等

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
お
い
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
地
区
の
境
界

に
設

け
ら
れ
た
軍
事

検
問

所
は

、
日

々
の

活
動

の
障

害
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
デ
モ
農

家
等

が
使
用
す
る
化
学
肥
料
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
輸
入
禁
止
措
置
に
よ
っ
て
入
手
が
困
難
に
な
り
、
活
動
を
円
滑
に
進
め
る
う
え
で
障
害
と
な
っ
た
。

2.
 プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

実
施
プ
ロ
セ
ス
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B
．
評

価
5項

目
の

検
証

大
項
目

小
項
目

3-
1-

1 
上
位
目
標
及
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
パ
レ
ス
チ

ナ
自
治
政
府
の
政
策
と
合
致
し
て
い
る
か
。

パ
レ
ス
チ
ナ
開
発
政
策
の
農
業
分
野
の
重
点
項
目
他

パ
レ
ス
チ
ナ
開

発
計

画
20

08
年

－
20

10
年

で
は

、
短

期
間

で
経

済
復

興
に
貢
献

し
、
か
つ
、
地

域
の

食
糧

保
障

の
強
化
が

重
要

で
あ
る
と
し
て
、
農

業
/

農
産

業
開

発
に
焦
点

を
置

く
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
農

業
分

野
の

中
期

開
発

計
画

20
06

年
－

20
08

年
で
は

、
重
点
課
題

と
し
て
農

村
生

活
の

改
善

、
農

業
分
野
の
制
度
的
・
法
的
枠
組
み
の
整
備
と
強
化
、

適
な
農
業
・
自
然
資
源
開
発
、
農
業
生
産
の
増
加
と
市
場
性
の
強
化
、
民
間
部
門

の
参

加
の

推
進

を
掲
げ
て
い
る
。

3‐
1‐

2　
上
位
目
標
及
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
対
象
地

域
の
ニ
ー
ズ
と
合
致
し
て
い
る
か
。

対
象
地
域
の
農
家
の
営
農
や
普
及
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
ニ
ー

ズ
ヨ
ル

ダ
ン
渓

谷
の

営
農

に
お
け
る
政
府

の
普

及
サ

ー
ビ
ス
が

政
府

側
の

実
施

体
制

の
不

備
に
よ
っ
て
十

分
に
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
が

、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

実
施
さ
れ
た

S
W

O
T
分
析
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

結
果

よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
。
本
終

了
時

評
価

で
実

施
し
た
対

象
農

家
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結

果
で
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
開
始
以
降
、
普
及
員
の
訪
問
回
数
が
増
加
し
、
営
農
改
善
の
適
確

な
技

術
指

導
が

実
施

さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
政

府
の

普
及

サ
ー
ビ
ス
が
十

分
に

満
足
で
き
る
レ
ベ
ル
に
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

3‐
2‐

1　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
日
本
の
政
府
開
発
援
助
及
び

JI
C

A
の
技
術
協
力
事
業
と
し
て
適
切
か
。

日
本
の
政
府
開
発
援
助
政
策
及
び

JI
C

A
の
援
助
実
施
計

画
と
の
合
致
状
況

3-
2-

2　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
関
し
、
日
本
の
技
術
の

優
位
性
は
あ
る
の
か
。

他
ド
ナ
ー
実
施
の
事
業
と
の
比
較

3‐
3‐

1　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成
に
お
い
て
、
活
動
の

種
類
、
実
施
順
位
、
成
果
の
構
成
等
、
適
切
に
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
て
い
た
か
。

計
画
時
と
現
在
の
達
成
度
と
の
比
較

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
対
象

地
域

で
あ
る
ヨ
ル
ダ
ン
渓

谷
に
お
い
て
、

“研
究

活
動
と
普
及

活
動

が
連

携
す
る
こ
と
に
よ
り
効
果

的
な
農
業

普
及

の
た
め
の

体
制

基
盤
が
整
う

”こ
と
を
目

標
と
し
て
、
参

加
型

研
究

・
普

及
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
活
動

に
取

り
入

れ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目

標
に
至
る
過
程

で
、
成
果

１
か

ら
成

果
3

を
通

じ
て
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で
あ
る
研
究

員
、
専
門

技
術

員
、
普
及

員
、
農
家

が
、
そ
れ

ぞ
れ

の
能

力
向

上
を
果
た
し
つ
つ
、
参
加

型
研

究
・
普
及

を
具

体
化
す
る
た
め
の
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

3‐
3‐

2　
対
象
地
域
の
選
定
は
適
切
で
あ
っ
た
か
。

同
上

ヨ
ル

ダ
ン
渓

谷
で
、
労

働
人

口
の

約
7
割

が
農
業

分
野

に
従

事
し
て
お
り
、
地
域

の
安

定
及

び
発

展
に
お
い
て
農

業
は
重
要

な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
状
況
で
、
営
農
状
況
の
異
な
る
5
つ
の
地
域
の
中
核
農
家
を
選
定
し
、
活
動
の
中
心
と
し
た
こ
と
は
適
切
と
い
え
る
。

4-
1-

1
　
投
入
、
活
動
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
実
績
の
状
況
を

か
ん
が
み
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達
成
の
見
込
み
は
あ

る
の
か
。

“プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
績

”の
項
参
照

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活

動
を
通

じ
て
、
展

示
試

験
圃
場

が
設

立
さ
れ
、
同
圃

場
の

活
動

を
通

じ
て
、

N
A

R
C
の

研
究
員

、
普
及
地

域
開

発
局

（
G

D
E

R
D
）
の

専
門

技
術
員
、
各
地
域
支
局
の
普
及
員
、
デ
モ
農
家
、
キ
ー
農
家
は
協
力
し
、
新

た
な
農
業

技
術

の
導

入
、
有
望

作
物

・
品

種
の

開
発

を
行

っ
た
。
そ
の
経

験
を

通
じ
て
、
参
加
型
研
究
・
普
及
の
有
効
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
有
り
様
を
示

し
た
と
理

解
と
さ
れ

る
。
こ
の

観
点

か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目

標
は

、
そ
の
実

施
期

間
終
了
ま
で
に
達
成
さ
れ
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

4-
1-

2 
 プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成
を
阻
害
す
る
要
因

は
あ
る
か
。

外
部
条
件
の
変
化
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
部
の
状
況
等

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
は
協
力
期
間
終
了
ま
で
に
達
成
さ
れ
る
見

込
み

と
評

価
さ
れ
る
が
、
課
題

と
し
て
、
１
）
農
業

庁
内
の
参

加
型

研
究

・
普

及
に
対
す
る
制

度
的

な
支

援
、
２
）
参

加
型

研
究

・
普

及
に
か

か
わ

る
カ
ウ
ン
タ
ー
パ

ー
ト
の

能
力

開
発

、
３
）
デ
モ
農

家
及

び
キ
ー
農

家
の

周
辺

農
家

へ
の

役
割

の
確

立
、
４
）
農
家
へ
の
市
場
情
報
の
提
供
が
、
掲
げ
ら
れ
る
。

4-
2-

1 
 ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
十
分
で
あ
る
か
。

“プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
績

”の
項
参
照

各
成
果
（
成
果
1
か
ら
成
果
3
）
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成
に
十
分

で
あ
っ
た
。
他

方
、
営
農

を
支

え
る
技
術

分
野
の
活

動
に
つ
い
て
、
農
家

の
生

活
改

善
、
食
品
加
工
、
市
場
情
報
の
提
供
に
係
る
活
動
は
、
P
D
M
上
の
成
果
に
は

直
接

的
に
は
貢

献
し
て
い
な
い
も
の

の
、
そ
れ

ぞ
れ

に
お
い
て
イ
ン
パ
ク
ト
に

通
じ
る
効
果
を
出
し
た
。

4-
2-

2 
 導

入
さ
れ
た
農
業
技
術
は
、
対
象
地
域
の
農
家

の
営
農
改
善
に
効
果
的
で
あ
る
の
か
？

“プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
績

”の
項
参
照

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
適
用
し
た
農
業
技
術
（
循
環

型
農

業
、
節
水

灌
漑

・
土

壌
保

全
技

術
、
有
望

作
物

・
品

種
の

特
定

等
）
は
、
展
示

試
験

圃
場

の
活

動
を
通
じ

て
、
デ
モ
及
び
キ
ー
農
家
に
導
入
さ
れ
、
農
家
自
身
の
手
で
実
践
さ
れ
た
。
営
農
に
お
け
る
節
水
効
果
、
国
際
基
準
を
意
識
し
た
作
物

の
品

質
の

向
上

と
そ

の
た
め
の
営
農
記
録
の
実
践
、
有
望
品
種
の
特
定
と
生
産
な
ど
、
大
変
効
果
的
で
あ
っ
た
。

5-
1-

1 
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
達
成
度
は
適
切
か
（実

績
と
目

標
と
の
比
較
）。

“プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
績

”の
項
参
照

各
成

果
（
成

果
1か

ら
成

果
3）

は
、
当

初
の

計
画

ど
お
り
、
十
分

に
達

成
さ
れ
た
。
他

方
、
営
農

を
支

え
る
技
術

分
野
の
活

動
に
つ
い
て
、
農
家

の
生

活
改

善
、
食
品
加
工
、
市
場
情
報
の
提
供
に
係
る
活
動
は
、

P
D

M
上
の
成
果
に
は
直
接
的
に
は
貢
献
し
て
い
な
い
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
イ
ン
パ
ク
ト
に

通
じ
る
効
果
を
出
し
た
。

5-
1-

2
　
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
達
成
を
阻
害
し
た
要
因
は
あ
る
の

か
。

“プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
績

”の
項
参
照

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
お
い
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
地
区
の
境
界
に
設

け
ら
れ
た
軍
事

検
問

所
は

、
日

々
の

活
動

の
障

害
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
デ
モ
農

家
等

が
使
用

す
る
化
学

肥
料

が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
輸
入

禁
止

措
置

に
よ
っ
て
入
手

が
困

難
に
な
り
、
活

動
を
円
滑

に
進

め
る
う
え
で
障

害
と
な
っ
た
。

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
れ
ら
の
状
況
に
柔
軟
に
対
処
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
達
成
へ
の
影
響
を

小
限
に
抑
え
た
。

5-
2　

活
動
の
効
率
性
の
確
保

5-
2-

1
　
活
動
は
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
産
出
す
る
た
め
に
十
分

な
活
動
で
あ
っ
た
か
。

“プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
績

”の
項
参
照

活
動
は
、
成
果
１
か
ら
成
果
3
を
達
成
す
る
た
め
に
、
効
率
的
に
実
施
さ
れ
た
。

5-
3-

1 
日
本
側
の
投
入
は
適
切
で
あ
っ
た
か
。

１
）
日

本
人

専
門

家
の

派
遣

（
人
数
、
時
期

、
分

野
）
、
２
）
機

材
の

供
与

（
種

類
、
数

量
、
時
期

）
、
３
）
本

邦
研

修
の

受
入

状
況

（
実

施
時

期
、
人

数
、
研
修

内
容

等
）
、
４
）
現

地
業

務
費
支
出
の
状
況
、
５
）
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
活
用
状
況

日
本

側
の

投
入

（
専

門
家

派
遣

、
資

機
材

の
供

与
、
研

修
等

の
実

施
、
現

地
活

動
費

の
支

出
）
は
遅

延
な
く
行

わ
れ

、
活

動
に
お
い
て
有

効
に
活
用

さ
れ

た
。

5-
3-

2 
 パ

レ
ス
チ
ナ
側
の
投
入
は
適
正
で
あ
っ
た
か
。

１
）
カ
ウ
ン
タ
ー
パ

ー
ト
人

材
の

配
置

状
況

、
２
）
機

材
、
施

設
の

提
供

と
活

用
状

況
、
３
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運

営
コ
ス
ト
の

支
出
状
況

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
・
農
業
庁
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
（
N

A
R

C
の
研
究
員
、

G
D

E
R

D
の
専
門
技
術

員
、
各
支

局
の

普
及

員
）
は
、
日
本

側
専

門
家

と
協

力
し
、
特
に
展
示
試
験
圃
場
の
活
動
に
お
い
て
は
効
果
的
に
活
動
し
た
。

5-
3-

3 
 投

入
は
十
分
に
活
用
さ
れ
た
か
。

1）
人
材
、

2）
機
材
及
び
施
設
、

3）
現
地
活
動
経
費

双
方
の
投
入
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
有
効
的
に
活
用
さ
れ
、
各
成
果
の
達
成
に
結
び
つ
い
た
。

5-
3-

4 
 プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
効
率
的
に
運
営
さ
れ
た
か
。

“プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
績

”の
項
参
照

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活

動
を
通
じ
て
、
日
本

側
専

門
家

と
パ

レ
ス
チ
ナ
側
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
の
関

係
性

は
良

好
で
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活

動
の

運
営

は
、
合
同

調
整
委
員
会
、
各
展
示
試
験
圃
場
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
、
技
術
委
員
会
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
。

5．
効
率
性

（
斜

体
字

に
つ

い
て

は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
績

の
項
参
照
）

5-
3 
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
生
産
す
る
た
め
の
投

入
の
適
正
度
（
投
入
時
期
、
投
入
量
及
び

質
）

5-
1　

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
達
成
度

4．
有
効
性

（
斜

体
字

に
つ

い
て

は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
績

の
項
参
照
）

必
要
入
手
情
報

日
本
政
府

は
、

20
06

年
、
パ

レ
ス
チ
ナ
の
ヨ
ル
ダ
ン
渓

谷
地

域
の

繁
栄

を
図

る
地

域
協

力
の

枠
組

み
と
し
て
「
平

和
の
回
廊

」
構

想
を
、
パ

レ
ス
チ
ナ
自
治

政
府
、
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
、
ヨ
ル
ダ
ン
政
府
と
共
同

で
打

ち
出

し
た
。
同

構
想

で
は

、
例

え
ば

、
パ

レ
ス
チ
ナ
西
岸

に
農
産
加

工
団

地
を
設
置

し
、
参
加

国
間

の
物

流
を
促

進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進

を
企

図
し
て
い
る
。

JI
C

A
は

、
同

構
想

の
一

環
と
し
て
「
ジ
ェ
リ
コ
地

域
開

発
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
（
20

06
～

20
10

年
度
）
を
策
定
し
た
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

1）
行
政
能
力
・
社
会
サ
ー
ビ
ス
強
化
、

2）
観
光
開
発
・
都
市
環
境
改
善
、
そ
し
て
、

3）
農
業

開
発

・
農

産
加

工
・
流
通

振
興

の
3
つ
の

サ
ブ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
構

成
さ
れ

て
お
り
、
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

3
）
の

サ
ブ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

主
要

な
技

術
協

力
事

業
と
し
て
実

施
さ
れ

て
い

る
。
日
本
は
、
ヨ
ル
ダ
ン
渓
谷
で
早
く
か
ら
支
援
事

業
を
行
っ
て
お
り
、
他
の

技
術

協
力

事
業

の
経

験
も
含
め
、
同

地
域

で
の

ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
築
い
て
い

る
。

評
価
結
果

評
価
項
目

3‐
2　

日
本
の
政
府
開
発
援
助
と
し
て
の

適
格
性

3‐
3　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
デ
ザ
イ
ン
の
適
切

度 4‐
2　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成
に
お
け

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
デ
ザ
イ
ン
の
適
正
度

4‐
1　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
の
達
成
状
況

評
価
設
問

3.
 妥

当
性

3‐
1　

上
位
目
標
及
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標

と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
開
発
政
策
や
、
対
象
地

域
の
ニ
ー
ズ
等
と
の
整
合
性

－　－95



6-
1-

1
上
位
目
標
は
達
成
見
込
み
か
、
ま
た
、
阻

害
要

因
は
あ
る
の
か
。

“プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
績

”の
項
参
照

上
位

目
標

で
掲

げ
ら
れ

た
「
平

和
と
繁

栄
の

回
廊

」
構

想
実

現
に
資

す
る
小

規
模

農
家

の
農

業
生

産
性

の
向

上
に
対
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
５
つ
の
展

示
試
験
圃
場
の
実
証
を
通
じ
て
生
産
性
の
向
上
と
、
減
農
薬
に
よ
る
生
産
物
の
品
質
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
技

術
が

効
果

的
に
多
く

の
農
家
に
普
及
・
拡
大
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

6-
1-

2
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
施

に
よ
る
予

期
し
な
い
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
な
イ
ン
パ
ク
ト
は
あ
る
の
か
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
外
の
予
期
し
な
い
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
イ
ン
パ
ク
ト

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
は
、
１
）
ス
イ
カ
等
の
苗

木
の

接
ぎ
木
栽

培
技

術
の

導
入

、
2）

ジ
ェ
リ
コ
の

市
場

情
報
の
農

家
へ

の
提

供
、

3）
対

象
地
域

外
の
普
及
員
に
よ
る
食
品
衛
生
技
術
の
実
践
、

4）
ジ
フ
ト
リ
ッ
ク
の
女
性
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
食
品
加
工
活
動
等
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
。

6-
1-

3
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
施

に
よ
る
予

期
し
な
い
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
イ
ン
パ
ク
ト
は
あ
る
の
か
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
外
の
予
期
し
な
い
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
イ
ン
パ
ク
ト

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
イ
ン
パ
ク
ト
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

7-
1-

1
パ

レ
ス
チ
ナ
自

治
政

府
農

業
庁

に
お
い
て
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

効
果

を
持

続
し
て
い
い
く
た
め

の
政

策
や

制
度
的
な
措
置
は
な
さ
れ
る
の
か
。

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政

府
の

関
連
す
る
現
在

の
政

策
や

制
度

や
将
来
の
展
望

パ
レ
ス
チ
ナ
開

発
計

画
20

08
年

－
20

10
年

や
、
農
業

分
野

中
期

開
発

計
画

20
06

年
－

20
08

年
で
農

業
分
野

の
開

発
の

重
要

性
と
と
も
に
、
市
場

性
に

即
し
た
営

農
の

改
善

が
掲

げ
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
農

業
分

野
の

新
中

期
戦

略
と
な
る

“S
ha

re
d

V
is

io
n

fo
r

A
gr

ic
ul

tu
ra

lS
ec

to
r

D
ev

el
op

m
en

t”
で

は
、
農
家
に
対
す
る
普
及
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
が
重
点
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。

7-
1-

2
パ

レ
ス
チ
ナ
自

治
政

府
農

業
庁
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の

効
果

を
持

続
し
て
い
く
た
め
の

財
政

的
な
措
置

は
な

さ
れ
る
の
か
。

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
の
財
政
的
な
措
置
の
あ
り
方

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

、
展

示
試

験
圃

場
の

運
営

と
活

動
を
通

じ
て
具
体

化
し
た
参

加
型

研
究

・
普

及
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
機
能

に
つ
い
て
、
今

後
、
農
業

庁
自

身
が

、
組

織
的

、
財

政
的

な
調

整
を
行

い
維

持
し
て
い
く
こ
と
が

必
要

と
さ
れ
て
い
る
。
他

方
、
各
展

示
試

験
圃

場
の
デ
モ
農
家

及
び
キ
ー
農
家

で
導

入
さ

れ
た
テ
ン
シ
オ
メ
ー
タ
ー
や
温
室
の
資
材
等

の
初

期
投

資
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の

他
の

周
辺

農
家

が
独

自
に
負
担

す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
何

ら
か
の
代
替
措
置
の
検
討
が
考
慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

7-
1-

3
パ

レ
ス
チ
ナ
自

治
政

府
農

業
庁

の
カ
ウ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
と
そ
の

所
属

機
関

で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
移
転

さ
れ

た
技
術
や
知
識

を
維

持
し
て
い
く
た
め
の

措
置

は
な
さ
れ

る
の
か
。

パ
レ
ス
チ
ナ

自
治

政
府

農
業

庁
の

人
事

状
況

、
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
の
技
術
レ
ベ
ル
、
士
気
等

カ
ウ
ン
タ
ー
パ

ー
ト
で
あ
る
研

究
員
、
専
門

技
術

員
、
普
及

員
は

、
参

加
型

研
究

・
普

及
に
か
か

わ
る
そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
に
お
い
て
、
能
力

向
上

を
行

っ
て

き
た
。
し
か

し
、
日

本
側

専
門

家
よ
り
は

、
展

示
試

験
圃

場
の

活
動

報
告

書
の

作
成

技
術

や
、
個
別

の
農

業
技

術
に
つ
い
て
、
改
善

の
余

地
が

残
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
側
が
、
残
さ
れ
た
改
善
点
に
つ
い
て
、
必
要
な
知
識
と
技
術
を
得
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

7-
1-

4
対

象
地

域
の

農
家

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
移

転
さ

れ
た
技
術
や
知
識
を
維
持
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
か
。

対
象
地
域
の
農
家
の
営
農
状
況
と
展
望

デ
モ
農
家
及
び
キ
ー
農
家
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
通
じ
て
得
た
知
識
と
技
術
を
、
今
後
も
自
ら
の
営
農
に
お
い
て
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
。
一

方
で
、
デ
モ
及

び
キ
ー
農

家
が

、
周

辺
の

農
家

に
対

す
る
リ
ー
ダ
ー
役
と
し
て
、
獲

得
し
た
知

識
や

技
術

を
波

及
し
て
い
く
こ
と
が

十
分

で
は

な
い
た
め
、
効

果
的
な
普
及
活
動
の
継
続
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

7．
自
立
発
展

性 （
見
込
み
）

６
．
イ
ン
パ
ク
ト

（
斜

体
字

に
つ

い
て

は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
績

の
項
参
照
）

6-
1　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
よ
る
長
期
的

及
び
他
分
野
に
お
け
る
イ
ン
パ
ク
ト

7-
1 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
効
果
の
持
続
性
の
確

保
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The Project for Strengthening Support System Focusing on Sustainable 
Agriculture in the Jordan River Rift Valley (ASAP), Palestine 

Final Evaluation Study Questionnaire to ESMS and Extension Agents  

 

This questionnaire is a reference to analyze if activities of the ASAP Project were technically effective to 

achieve the Project purpose ‘To Establish a basis for the effective agricultural extension system through 

direct linkage between research and extension’ from the view point of farm management and extension. 

 

Respondent:                 Date:                

 

Name of DARF:               Position:                

 

District:                                

 

Q1 How many farmers are you responsible to convey technical information in your responsible areas? 

 

 

 

Q2 How do you move for extension work in general? 

 

 

 

Q3 How many years have you been working in extension? 

 

 

 

Q4 What have you learned or experienced relating to agricultural extension through ASAP Project?  
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Q5 What can you do now in agricultural extension?  

 

 

 

 

 

 

 

 

Q6 What are the Demo-farmers and Key-farmers? 

Demo-farmers: 

 

 

Key-farmers: 

 

 

 

Q7 What is the strength (good point) and weakness (shortcoming) of Farmer-to-Farmer approach and 

Farmer Fields School? Please provide your opinion through your experiences. 

Farmer-to-Farmer 

Strength Weakness 

 

 

 

 

 

 

 

 

Farmer Field School 

Strength Weakness 
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Q8 What is Mobile Extension Programs?  

 

 

 

 

 

 

 

 

Q9 DARF provides farmers with information about new varieties, new crops, and recommended cultivation 

technologies. Could you please evaluate the performance of a DARF from which you obtain technical 

information, from 2 viewpoints indicated in the Table and fill in the Table? 

Activeness; 5: Very active, 4: Active, 3: Fair, 2: Stagnant, 1: Unknown 

Interest of the beneficiaries; 5: Very high, 4: High, 3: Fair, 2: Low, 1: Very low, 0: Unknown 

 

Name of DARF Activeness Interest of the beneficiaries 

 

 

 

 

 

 

 

Q10 Could you please identify strength (good point) and weakness (shortcoming) of DARF which you rely 

on? 

 

Name of DARF Strength Weakness 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q11 Members of the extension staff adopt some extension tools, with which technical information is 

conveyed to the beneficiaries, in the ASAP Project. Please evaluate each extension tool from the 3 

viewpoints and fill the Table below. 

Effect on technology dissemination; 5: Very high, 4: High, 3: Fair, 2: Low, 1: Very low, 0: Unknown 

Cost; 5: Very low, 4: Low, 3: Fair, 2: High, 1: Very high, 0: Unknown 

Farmers’ response; 5: Very high, 4: High, 3: Fair, 2: Low, 1: Very low, 0: Unknown 
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Tools (Activities) Effect on technology dissemination Cost Farmers’ response 

Field Day    

Lecture    

Technical Training    

Workshop    

Seminar    

 

Q12 Fill the next Table. If there are other extension materials produced as outputs from the ASAP Project, 

add them in the Table. Please evaluate each extension material from the view points of degree of 

usefulness and response of users. Please provide your opinion on each extension material if any improve 

is needed. 

Degree of usefulness; 5: Very high, 4: High, 3: Fair, 2: Low, 1: Very Low, 0: It is needed to revise or 

improvement. 

Response of users; 5: Very high, 4: High, 3: Fair, 2: Low, 1: Very low, 0: unknown 

 

Extension materials Degree of 

Usefulness 

Response of 

users 

Your opinion, if improvement is needed? 

Guidelines for Research and Demonstration 

Activities in DARF (2008, ASAP-G-002) 

   

Agricultural Extension Methodology (A 

reference Manual, 2008, ASAP-M-001) 

   

Farm Record (August 2009,  Annex-7 

PR-V) 

   

Farmer Information Leaflets    

    

    

 

Q13 If the ASAP Project continues after the current project period finishes, what technical activities do you 

think the Project has to conduct to increase agricultural production in the target areas? Please provide your 

opinions. 
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Agro-produce distribution and sale 

Although agro-produce distribution and sale isn’t main component of the ASAP Project, the field is 

important from the view point of farm management and extension. Thus, I would like to know your 

opinions about it. 

 

Q14 Can you disclose some problems on agro-produce distribution and marketing in your responsible 

areas? 

 

 

 

 

 

 

 

Q15 Are there any cases of collective (group) agro-produce collection and shipment practiced in the target 

areas? If yes, could you please explain examples of the collective collection and shipment? 

If not, are there any possibilities to do it by the farmers? Could you please write your opinion? 

 

 

 

 

 

 

 

Q16 Are there agricultural cooperatives or unions which are equipped with agro-produce grading facilities 

and cold storage existing in the target areas? If yes, do the target farmers in the Project utilize them as a 

final destination of agro-produce? If not, are there any possibilities to establish such facilities in the near 

future? Could you please write your opinion? 
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Q17 If the ASAP Project continues after the current project period finishes, what technical activities do you 

think the Project has to conduct to increase agricultural production in the target areas? Please provide your 

opinions. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q18 Please provide the evaluation study team with your frank opinions or comments on the Project, if any. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Thank you very much for your cooperation. 

 

Furuichi Shingo 

Final Evaluation Study Team 
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The Project for Strengthening Support System Focusing on Sustainable 
Agriculture in the Jordan River Rift Valley (ASAP), Palestine 

Final Evaluation Study Questionnaire to JICA Experts 
Topic: Farm Management and Extension  

 

This questionnaire is a reference to analyze if activities of the Project were technically effective to achieve 

the Project purpose ‘To Establish a basis for the effective agricultural extension system through direct 

linkage between research and extension’ from the view point of farm management and extension. 

 

The questionnaire is divided in two; farm management and extension; therefore, the JICA expert in charge 

of the specified field can be kindly asked to answer the questions. However, the team leader may be able to 

answer theme as well. 

 

1. Farm Management 

 

Respondent:                 Date:                

 

Cultivation technologies 

Q1.1 In cropping season of 2008/2009 and 2009/2010 (planned), adaptation experiment on new varieties, 

new crops and recommended cultivation technology has been being conducted at DARF (Demonstration 

and Agricultural Research Farms). 

 

Could you please evaluate them in terms of (1) degree of establishment of technology and (2) possibility 

of adaptation by small scale farmers? They can be evaluated by the following; 5: very high, 4: high, 3: 

fair, 2: low, 1: very low, 0: continuous verification is needed. 

   degree of 

establishment of 

technology 

possibility of 

adaptation by small 

scale farmers 

Variety Experiment on 

Variety 

Squash   

Experiment on 

Variety 

Cucumber   

New 

Crops 

Foliage plant Iceburg lettuce   

Fennel   

Herb Thyme   

Sage   

Shape Cluster Tomatoes   
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 Cherry Tomatoes   

Fruit Strawberry   

Recommended 

Cultivation 

method 

Trimming of stem 

 

Paprika   

Cucumber   

Planting density Cutting (Water 

melon) 

  

Triple cropping Squash   

Cultivation management (Hibai-kanri)   

Appropriate irrigation   

Pest control of soil-oriented infected 

diseases pest control 

  

Cultural pest control (all crops)   

Cultural pest control Cutting (Water 

melon) 

  

Cultural pest control Cucumber   

IPM (reduction of chemical use)   

IPM (Solar sterilization)    

Global GAP   

Compost   

Livestock Feed management   

Breeding technology   

Feed crops cultivation   

Grass silage making   

Feed block making   

Silage feeding   

Manure making   

 

Agro-produce distribution and sale 

Although agro-produce distribution and sale isn’t main component of the ASAP Project, the field is 

important from the view point of farm management. Thus, I would like to know opinions of JICA’s expert 

on it. 

 

Q1.2 Small scale farmers prefer leaflets as media for receiving information of cultivation technology to 

other media like radio, television and newspapers according to the Project’s Progress Report 4 (2nd 

paragraph of page 34, Progress Report 4, Feb. 2009, Nippon Koei Co., Ltd.). Meanwhile, the Report 

mentioned in page 46 that price information of agro-produce was broadcasted by radio and internet as one 
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of the activities of the Project as pilot and that the recipient farmers of the price information recognized the 

effectiveness of the said media. Could I have your opinion why there is such difference on preference of 

media based on types of information. 

 

 

 

 

 

Q1.3 Are there any cases of collective (group) agro-produce collection and shipment practiced in the target 

areas? If yes, could you please explain the situation of the collective collection and shipment? If not, are 

there any possibilities of it? Could you please write your opinion? 

 

 

 

 

 

Q1.4 Are there agricultural cooperatives or unions which are equipped with agro-produce grading facilities 

and cold storage existing in the target areas? If yes, do the target farmers in the Project utilize them as a 

final destination of agro-produce? If not, are there any possibilities to establish such facilities? Could you 

please write your opinion? 

 

 

 

 

 

 

2. Agricultural Extension 

 

Respondent:                 Date:              

 

Q2.1 Five (5) DARFs provides farmers with information about new varieties, new crops, and 

recommended cultivation technologies varieties, new crops. Could you please evaluate the performance of 

the each DARF from the 4 viewpoints indicated in the Table? 

Activeness; 5: Very active, 4: Active, 3: Fair, 2: Stagnant, 1: Unknown 

Interest of the beneficiaries; 5: very high, 4: High, 3: Fair, 2: Low, 1: Very low, 0: Unknown 
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DARF Activeness Interest of the beneficiaries

Jericho   

Auja   

Jiftlec   

An Nassariya   

Ein el Beida   

 

Q2.2 Please explain the difference between Demo-farmers and Key-farmers on rule and function. Moreover, 

could you indicate selection process of the farmers? 

 

 

 

 

 

 

Q2.3 What is the mobile extension? What are the mobile extension facilities?  

 

 

 

 

 

 

Q2.4 Members of the extension staff adopt some extension tolls, with which technical information is 

conveyed to the beneficiaries, in the ASAP Project. Please evaluate each extension tools from the 3 

viewpoints and fill the Table below. 

Effect on technology dissemination; 5: Very high, 4: High, 3: Fair, 2: Low, 1: Very low, 0: Unknown 

Cost; 5: Very low, 4: Low, 3: Fair, 2: High, 1: Very high, 0: Unknown 

Farmers’ response; 5: Very high, 4: High, 3: Fair, 2: Low, 1: Very low, 0: Unknown 

Tools (Activities) Effect on technology dissemination Cost Farmers’ response 

Field Day    

Lecture    

Technical Training    

Workshop    

Seminar    
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Q2.5 It is stated in the Work Progress Report 5 (page 13 – page14, the 4th year, October 2009, Japanese 

version), tangible effect of information convey from farmers to farmers can be seen around DARF. Can you 

specify the examples of the tangible effect?  

 

 

 

 

 

 

Q2.6 (1) Please fill the next Table. (2) If there are other extension materials produced as outputs from the 

ASAP Project, add them in the Table, (3) Please evaluate each extension material from the view points of 

degree of completion and response of users. 

Degree of completion; 5: Very high, 4: High, 3: Fair, 2: Low, 1: Very Low, 0: It is needed to revise the 

material. If the evaluation is 0, please describe what revision is required. 

Response of users; 5: Very high, 4: High, 3: Fair, 2: Low, 1: Very low, 0: unknown 

Extension materials Users and purpose of use Degree of 

completion 

Response of 

users 

Remaining revision 

Guidelines for Research and 

Demonstration Activities in 

DARF (2008, ASAP-G-002) 

    

Agricultural Extension 

Methodology (A reference 

Manual, 2008, ASAP-M-001) 

    

Farm Record (August 2009, 

Annex-7 PR-V) 

    

Farmer Information Leaflets     

     

     

 

Q2.7 TOT for ESMS was conducted in the neighboring country in the framework of the ASAP Project. Are 

there any organizational resources which can perform the training in Palestine in the future? If yes, what 

organization is it? If not, what organization should be equipped with capacity to conduct the TOT 

training in the near future? In order for the organization to have the capacity, what additional activities 

are needed as technology transfer to the organization? 
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Q2.8 If there are any references or statistical information for number of extension staff and extension 

subject matter specialist (ESMS), number of farm households, and arable land areas and cultivated land 

areas in the target districts or all the districts in the West bank, please kindly provide them in the Project 

office. 

 

Thank you very much for your cooperation. 

Furuichi Shingo 

Final Evaluation Study Team 
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パレスチナ 持続的農業技術確立のための普及システム強化プロジェクト 

終了時評価調査 営農改善/普及分野に関する日本人専門家への質問票 

 

この質問票は、「研究活動と普及活動が連携する事により効果的な農業普及のための体制基盤が整

う」というプロジェクトの目的を達成するために、営農と普及に関する活動に焦点を絞り、活動

が技術的に有効であったかを考察させていただくためのものです。質問は営農と普及に分けてい

ますが、専門家を代表して、総括担当の方に記入していただいても構いません。 

 

１．営農 

 

回答した専門家：                 記入年月日：               

 

生産技術 

Q1.1 2008/2009 年作期から 2009/2010 年作期（計画段階）にかけて DARF における新品種・新規

作物・推奨農業技術の適応試験や試行が行われています。それぞれの作物・品種・技術について、

①現在の技術的確立の度合いと②農家が採用する可能性の視点から、5：非常に高い、4：高い、3：

普通、2：低い、1：とても低い、0：引き続き検証が必要―の 6 段階で評価してください。 

   技術的確立度合い 農家が採用する 

可能性 

品 

種 

品種試験 スクアッシュ   

品種試験 キュウリ   

新 

規 

作 

物 

葉物 

葉物 

結球レタス   

フェンネル   

香草 

香草 

タイム   

セージ   

形状 

形状 

クラスター・トマト   

チェリー・トマト   

果物 イチゴ   

推 

奨 

技 

術 

整枝 

整枝 

パプリカ   

キュウリ   

栽植密度 挿し木スイカ   

3 期作 スクアッシュ   

肥培管理   

適正灌漑   

土壌由来伝染病の防除   

物理的防除   

耕種的防除 接木スイカ   
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耕種的防除 キュウリ   

IPM（農薬施用削減）   

IPM（太陽熱消毒）   

Global GAP   

コンポスト製造   

畜 

産 

技 

術 

飼養管理   

繁殖技術   

飼料作物栽培   

サイレージ製造   

フィードブロック製造   

サイレージ給餌   

厩肥製造   

 

流通・販売 

流通・販売は ASAP の主な活動コンポーネントではないようですが、営農を考える上で重要かと

考えます。以下について専門家の方のご意見を伺わせてください。 

 

Q1.2 農業技術情報はリーフレットのような紙の媒体が小規模農家にとって望ましいと判断され

ています。他方、農産物市場の取引価格情報をパイロット活動としてラジオとインターネットを

介して配信しました。農家にとって、取引価格情報はラジオとインターネットによる配信が有益

だ、という農家の反応が観察されています。そのように情報によって、媒体有効性が異なるのは

なぜか、わかる範囲でご教示ください。 

 

 

 

 

Q1.3 共同集出荷の形態は対象地区で行われているのでしょうか。また、対象農民の組織化による

共同集出荷の可能性はあるでしょうか。 

 

 

 

Q1.4 農協やユニオンなどが所有する青果物の選果・貯蔵施設などは対象地区に存在しますか。存

在している場合、対象農家の青果物の出荷先として利用していますか。存在しなければ、近い将

来、設立の可能性はあるでしょうか。 
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２．農業普及 

 

回答した専門家：                 記入年月日：              

 

Q2.1 ASPA では研究者と普及員が 5 ヵ所の DARF を運営し、DARF を起点にして作物、新品種、

栽培技術などを農家に提供しています。5 ヶ所の DARF の活動状況について、いくつかの視点で

表に従って評価してください。 

活動状況については、5：非常に活発、4：活発、3：普通、2：停滞、0：不明―の 5 段階で評価し

てください。 

農家の関心度については、5：非常に高い、4：高い、3：普通、2：低い、1：とても低い、0：不

明―の 6 段階で評価してください。 

また、DARF 運営に関わる職員数（研究員と普及員）、現場の圃場管理作業に関わる職員の数の情

報があればご記入ください。 

DARF 活動状況 農家の関心度 DARF の運営に

関わる職員数 

圃場管理作業に 

関わる職員数 

ジェリコ     

オウジャ     

ジフトリック     

アンナサリヤ     

アインエルベイダ     

 

Q2.2 デモファーマーとキィファーマーの役割の違いと選定基準と過程を教えてください。 

 

 

 

 

 

Q2.3 ASAP の①モバイル普及と②モバイル普及設備とは何かを教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 　－115



Final Evaluation Study 
ASAP 

For Japanese Expert’s Team 

4 
 

Q2.4 ASAP では DARF で得られた技術情報を様々な活動を駆使して技術普及に取り組んでいます。

次表に従って、幾つかの視点で活動を評価してください。 

普及効果の場合、5：非常に高い、4：高い、3：普通、2：低い、1：とても低い、0：不明―の 6

段階。 

費用は、5：非常に低い、4：低い、3：普通、2：高い、1：非常に高い、0：不明―の 6 段階。 

農家の反応は：5：非常に良い、4：良い、3：普通、2：悪い、1：とても悪い、0：不明―の 6 段

階。 

活動 普及効果 費用 農家の反応 

フィールドディ    

レクチャー    

技術訓練    

ワークショップ    

セミナー    

 

Q2.5 農民から農民への普及情報の伝達のプロセスが DARF 近隣で効果が発現している（業務進

捗報告書 ５ 第 4 年次 2009 年 10 月、p13～p14）具体例を教えてください。 

 

 

 

 

 

Q2.6 ①普及用のマテリアルについて次表にしたがって情報をご提供ください。②リストアップさ

れている以外の普及用マテリアルがあればそれについても追記してください。③完成度について

はプロジェクト実施側から評価して、マテリアルの完成度が、5：非常に高い、4：高い、3：普通、

2：低い、1：とても低い、0：引き続き改訂が必要―の 6 段階で評価してください。もし、評価が

「0：引き続き改訂」が必要の場合、何をどのように改訂する予定であるかを記述してください。 

④使用者の反応は、5：非常に良い、4：良い、3：普通、2：悪い、1：とても悪い、0：不明また

は反応を調べていない―で評価してください。 

普及マテリアル 使用者と使用目的 完成度1 使用者 

の反応 

終了までに必要な改訂作業 

DARF ガイドライン 

(ASAP-G-002) 

    

農業普及マニュアル 

(ASAP-M-001) 

    

営農記録書式     

技術情報冊子     

                                                   
1 情報を随時更新、もしくは追加するマテリアルの場合でも現時点での完成度のことです。 
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Q2.7 ASAP では SMS の TOT 研修を隣国で行いました。将来的にこの TOT 研修をパレスチナ側で

実施するためのリソース機関はありますか。あれば、どこですか。なければ、TOT 研修を計画・

実施・評価する能力を備えるべき機関はどこですか。その能力を備えさせるための技術移転につ

てどのような活動が考えられますか。 

 

 

 

 

 

Q2.8 パレスチナの各県（もしくは ASAP の対象県）の普及員、SMS の数、農民の数、農地面積

などを把握している資料があるでしょうか。あれば現地にてコピーをいただければ幸いです。 

 

以上です。お忙しいところ、ご協力ありがとうございました。 

 

終了時評価調査団 営農改善/普及分野担当 
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